


お知らせ
「税を考える週間」記念講演会のご案内
表紙写真の募集

第53回夏期経営者講座報告
　
〔講演会〕支部長によるパネルディスカッション

夏期経営者講座アンケート結果

委員会・部会・支部活動報告

ガンバル若手経営者（その７）
　笹隈賢次さん　有限会社　笹隈造園

リレーエッセイ（第79走者）
　小山隆司さん　武蔵野税務署　副署長

ベテランの経営哲学　（その７）
　高橋甲子夫さん　株式会社　甲信商工

まちかど情報局

税務よくある相談（その50）

賀詞広告募集
10月の行事予定

● 今月の表紙
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「さすがに、武蔵野の夕陽は大きいですよ」は、太宰治『東
京八景』中の言葉である。武蔵野台地上、三鷹、調布、
小金井と続く国分寺崖線のハケは富士を臨む展望台とも
いえる。豊かな地形は、資産価値も高く人気だ。
崖線の高低差は５～１６ｍで、水を通しやすい火山層の下
を水を通しにくい推積岩が横たわっていることから、地下
水は横方向に流れ、崖線の裾から水が湧出している。

写真　夕映えの富士

M U S A S H I N O  H O U J I N K A I

ほうじん

　33年間の永い間親しまれてきました会報の判型を、
2011年１月号からA4判サイズに変更いたしました。
合わせて紙面のレイアウトや構成も刷新し、広く市民の
皆さまにも読んでいただける、「法人会発信の地域広報紙」
としてリニューアルいたしましたので、ご愛読よろしく
お願いいたします。

「広報紙ほうじんむさしの」が
2011年１月号からリニューアル

※この冊子を発行している法人会は下記のような方針で活動しています。

法人会は良き経営者を目指すものの団体として、
「会員の積極的な自己啓発を支援」し、「納税意識の
向上」と「地域社会の健全な発展」に貢献します。

＊法人会基本方針

http://www.musashinohojinkai.or.jp/
武蔵野法人会ホームページ

撮影 「武蔵野から」フォトプレス

今 月 の 会  長 の ひ と こ と

   月号  10

　９月～１１月は会員増強月間。法人会の組織は、会員
である仲間がいてくれて成り立つもので、その仲間である
会員が増えないと、会そのものの継続が困難になります。
そして、継続が無いと伝統は守れません。すべては人（会
員）から始まります。人（会員）は活動の原点。人（会員）
のつながりが組織をつくり、法人会そのものをつくります。
６０年の法人会の伝統を継承し、未来の法人会へタスキ
を繋げるためにも、会員増強、皆で頑張りましょう ！

竹内 政司　

MUSASHINO HOUJINKAI



お知らせ

の
皆さまへ

地域
と会員

「税を考える週間」記念講演会のお知らせ
毎年11月11日～17日は「税を考える週間」
です。本年の記念講演会は、当会の会員でもあ
る横河電機株式会社の最高顧問  内田　勲 氏を
講師としてお迎えしました。  

税を考える週間  
 

11月11日～1
7日   

この社会あなたの
税が生きている  

 

日　時　　 平成 23年 11月 16日（水）    
             15 時～17時 30分    受付開始 14時 30分

次　第　 　① 税務署長のお話    

　　　　　 ② 講　演    

会　場　　 吉祥寺東急イン　３Ｆ    

講　師　　 横河電機株式会社　最高顧問  内 田     勲 氏
演　題 　  経営雑感   

会　費　　 無　料    

講師プロフィール

※参加ご希望の方は、武蔵野法人会事務局まで FAXにてお知らせください。
　FAX. 0422－55－5544

公益社団法人　武蔵野法人会

生年月日： 1936年 9月27日生
出 身 地：  東京都
最終学歴： 1960年 3月　慶応義塾大学 工学部 電気工学科卒
略　　歴： 1960年 4月　株式会社 横河電機製作所 (現 横河電機株式会社 ) 入社
 1989年 6月　取締役就任　Yokogawa Corporation of America 社長
 1995年 6月　常務取締役就任　生産事業部長　甲府事業所担当
 1998年 7月　専務取締役 営業統括、インダストリアルオートメーション事業本部長
 1999年 6月　代表取締役社長就任　
 2007年 4月　代表取締役会長就任
 2011年 6月　最高顧問就任（現在に至る）
賞　　罰： 2004年 8月　シンガポール政府より　The Public Service Medal: Friends of Singapore 受章
 2005年 4月　藍綬褒章　受章
 2011年 4月　旭日中綬章　受章

ご参考までに今までは下記のようなシリーズでした。
「絵画シリーズ」　　　　　　　　　2007年
「日本の風景シリーズ２」　　　　　2008年
「思い出の風景シリーズ」　　　　　2009年
「わがまちの新スポットシリーズ」　2010年
「わがまちの新アングルシリーズ」　2011年

【応募締め切り】2011年 10月 31日（月）
【応　募　先】（公社）武蔵野法人会事務局
　　　　　　  広報委員長　小山雅巳
　　　　　     ＦＡＸ：（0422）55－5544
【記 入 内 容】お名前・法人名・電話番号
【謝　　　礼】薄謝進呈いたします

● 本紙の表紙を飾るシリーズ「街の風景」の写真を募集 ●
本紙「ほうじんむさしの」2012年１月～12月の表紙を飾る「街の風景」写真を募集しています。
１年間８回発行（2回は合併号）掲載しますので、1年間のシリーズとしてご提案をお願いいたします。



開講挨拶　伊藤事業研修委員長

司会　多田事業研修副委員長

講演会風景

ホテル鐘山苑ホテル鐘山苑

ホテルから富士山を望むホテルから富士山を望む

約２時間のバス旅行

到着後は昼食

約２時間のバス旅行

到着後は昼食

第
53
回  

夏
期
経
営
者
講
座

２
０
１
１
年  

８
月
23
日
・
24
日

　

恒
例
の
夏
期
経
営
者
講
座
は
３
年

ぶ
り
に
武
蔵
野
の
地
を
離
れ
、
富
士

山
を
望
む
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に
於
い
て

１
泊
２
日
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

104
人
は
三
鷹
と
小
金
井
か
ら
２
台
の

バ
ス
で
約
２
時
間
の
旅
を
楽
し
み
、

講
座
で
は
有
意
義
な
学
び
の
時
を
過

ご
し
た
。

　

第
１
部
第
１
講
座
は
、
副
島
国
家

戦
略
研
究
所
主
宰
の
副
島
隆
彦
氏
に

よ
る
「
今
後
の
日
本
の
金
融
・
経
済

を
見
通
す
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開

催
。
経
営
者
と
し
て
本
物
を
見
極
め

る
力
を
養
う
べ
き
だ
と
副
島
氏
は
力

説
さ
れ
た
。

　

第
２
講
座
は
竹
内
会
長
の
基
調
講

演
と
、
新
た
な
試
み
と
し
て
新
支
部

長
８
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
は
夕
刻
よ
り
久

保
田
・
平
両
事
業
研
修
委
員
の
司
会

で
開
会
。
東
京
税
理
士
会
武
蔵
野
支

部
の
里
村
支
部
長
に
乾
杯
の
発
声
を

い
た
だ
い
た
あ
と
、
支
部
対
抗
カ
ラ

オ
ケ
歌
合
戦
で
自
慢
の
ノ
ド
を
競

い
、
梅
根
顧
問
の
中
締
め
で
終
了
と

な
っ
た
。

　

翌
日
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
デ
ー
で

は
、
ゴ
ル
フ
や
観
光
ツ
ア
ー
で
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
、
新
た
な
活
力

を
養
う
２
日
間
と
な
っ
た
。

富士のふもとで学び＆リフレッシュ

か
ね 

や
ま 

え
ん

特
集

MUSASHINO HOUJINKAI
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閉講挨拶　信山副会長

基
調
講
演

世
に
役
立
つ
人
の
集
ま
り
で
あ
り
た
い

　

第
１
講
座
終
了
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
15
時
30
分
よ
り
第
２
講
座
を
開
講
。
竹
内
政

司
会
長
は
、
５
月
に
新
会
長
に
就
い
て
か
ら
、
武
蔵
野
・
三
鷹
・
小
金
井
の
地
域
や
仲

間
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
強
く
感
じ
、
法
人
会
の
新
会
長
と
し
て
の
居
場
所
を
実
感
し

て
い
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

三
鷹
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
自
己
紹
介
と
、
３
代
50
年
に
渡
る
法
人
会
と
自
社
と
の
か

か
わ
り
を
紹
介
。
会
員
が
楽
し
く
支
部
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
で
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と

協
力
を
求
め
、
い
つ
の
日
か
法
人
会
の
名
の
つ
い

た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
い
と
夢
を
語
り

ま
し
た
。
そ
し
て「
連
帯
・
挑
戦
・
貢
献
を
合
言
葉
に
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
る
武
蔵
野
法
人
会
を
め

ざ
そ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

8月23日（火）
第2講座

講
師 

　
武
蔵
野
法
人
会
会
長
　
竹
内
政
司 

氏

「
今
後
の
日
本
の
金
融
・
経
済
を
見
通
す
」

経
営
者
な
ら
本
物
を
見
極
め
よ

　

今
年
58
歳
に
な
る
と
い
う
副
島
氏
は
、政
治
思
想
、

金
融
、
言
語
、
法
制
度
論
、
経
済
分
析
、
社
会
時
事

評
論
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
100
冊
の
本
を
書
き
、
そ

の
う
ち
50
冊
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

氏
は
、
世
界
の
経
済
人
と
日
本
の
政
治
・
経
済
と

の
相
関
関
係
に
つ
い
て
自
著
を
交
え
て
解
説
。
来
年

は
世
界
経
済
の
支
配
権
が
大
き
く
変
化
し
、
日
本
の

政
局
と
と
も
に
大
変
な
状
況
と
な
る
と
予
測
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
の
日
本
に
は
本
当
に
能
力
の
あ
る
指
導
者
が
必
要
だ
と
説
き
、
国
家
経
営

は
会
社
経
営
に
通
じ
る
と
話
し
ま
し
た
。
経
営
者
な
ら
本
を
読
み
歴
史
に
学
び
、
本
物

を
見
極
め
る
力
を
持
つ
べ
き
だ
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

8月23日（火）
第1講座

講
師 

　
副
島
国
家
戦
略
研
究
所
主
宰
　
副
島
隆
彦 

氏

副島隆彦氏

竹内会長

懇  親  会

カラオケ大会

ほうじん むさしの05
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吉祥寺北第一

藤野 和雄

吉祥寺北第二

高橋 佳幹飯村  雅洋
吉祥寺南

コーディネーター高橋（勇）副会長コーディネーター高橋（勇）副会長

第
２
講
座  

支
部
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

「
こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以
下
コ
ー
デ
）高
橋

（
勇
）：
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
初
め
て
で
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ
っ
そ
く
パ
ネ

ラ
ー
の
支
部
長
さ
ん
の
自
己
紹
介
と
、
支
部

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

吉
祥
寺
北
第
一
・
藤
野
和
雄
：
９
年
前
ま
で
酒

類
卸
業
で
し
た
が
、
現
在
は
ア
パ
ー
ト
・
不

動
産
管
理
業
で
す
。
震
災
の
後
、
世
の
た
め

に
何
か
と
思
い
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
。
知
恵
を
出
し
合
え
ば
絆
が
出
来

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

吉
祥
寺
北
第
二
・
高
橋
佳
幹
：
昭
和
28
年
生

ま
れ
、
美
容
機
器
の
製
造
販
売
業
で
す
。
支

特
集

部
活
動
は
退
会
し
な
い
た
め
の「
楽
し
い
こ
と

探
し
」で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

吉
祥
寺
南
・
飯
村
雅
洋
：
今
年
か
ら
支
部
長
に

な
り
ま
し
た
。
台
湾
・
香
港
・
中
国
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
支

部
活
動
で
は
、
武
蔵
野
市
に
も
後
援
を
頼
み

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
地
域
密

着
、
全
員
参
加
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら

「
法
人
会
っ
て
何
で
す
か
」と
い
わ
れ
な
い
よ

う
、
外
に
向
か
っ
た
活
動
も
必
要
で
し
ょ
う
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に

参
加
し
て
欲
し
い
支
部
活
動

　

基
調
講
演
に
続
い
て
約
１
時
間
、
新
し
い
試
み
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
高
橋
（
勇
）
副
会
長
と

　
パ
ネ
ラ
ー
で
あ
る
８
人
の
新
支
部
長
が
壇
上
に
て
、
自
己
紹
介
と
支
部
へ
の
抱
負
な
ど
を
話
し
ま
し
た（
敬
称
略
）。

MUSASHINO HOUJINKAI
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三鷹東

吉田 政利

岡　正典
三鷹西

木村 和史
武蔵野西

小金井北

村越 政雄

小金井南

石黒 秀男

武
蔵
野
西
・
木
村
和
史
：
自
動
車
修
理
販
売
業

を
し
て
い
ま
す
。
55
歳
、
ピ
カ
ピ
カ
の
支
部

長
１
年
生
で
す
。
今
年
１
年
は
400
人
の
先
輩

会
員
方
を
頼
り
に
昨
年
度
の
お
さ
ら
い
で

す
。
武
蔵
野
市
に
は
４
支
部
あ
り
合
同
企
画

も
あ
り
ま
す
。
三
鷹
の
租
税
教
室
の
よ
う
に

小
学
生
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

三
鷹
東
・
吉
田
政
利
：
事
務
機
器
販
売
・
修

理
業
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
支
部
活
動

で
大
き
い
の
は
、
10
年
続
い
た
納
涼
祭
を

節
電
と
計
画
停
電
の
た
め
に
中
止
し
た
こ

と
で
す
。
野
川
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
映
画

上
映
会
を
行
う
予
定
で
す
。

三
鷹
西
・
岡　
正
典
：
40
歳
、
181
セ
ン
チ
75
キ

ロ
、
ぼ
ん
く
ら
の
３
代
目
で
す（
笑
）。
七
夕

小
金
井
北
・
村
越
政
雄
：
梅
根
前
会
長
の
と
き

か
ら
で
す
ね
。
商
工
会
や
建
設
業
部
会
の
会

員
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
合
同
開

催
が
次
第
に
増
え
ま
し
た
。
私
は
商
工
会
の

会
長
で
も
あ
り
、
自
動
車
用
ブ
レ
ー
キ
部
品
、

家
具
な
ど
の
製
造
開
発
の
会
社
経
営
で
す
。

大
震
災
で
岩
手
工
場
が
被
災
し
ま
し
た
が
300

人
の
社
員
は
無
事
で
し
た
。

コ
ー
デ
：「
法
人
会
の
活
性
化
は
会
員
の
参
加

か
ら
」と
会
長
も
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
会

長
が
掲
げ
た「
連
帯
・
挑
戦
・
貢
献
」と
い

う
合
言
葉
を
支
部
活
動
に
ど
の
よ
う
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
か
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

吉
田
：
ま
ず
は
、
仲
間
作
り
に
名
刺
交
換
会
を

全
員
と
や
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

岡
：
11
人
い
る
役
員
の
連
帯
は
い
い
と
思
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
会
う
こ
と
か
ら

　
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

石
黒
：
村
越
さ
ん
の
会
社
は
被
災
か
ら
３
日
後

に
仕
事
を
再
開
し
た
そ
う
で
、
そ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
学
ん
で
精
神
を
高
め
て
い
く
よ

う
に
し
た
い
で
す
ね
。

村
越
：
武
蔵
野
・
三
鷹
・
小
金
井
は
ど
こ
も
い

い
環
境
で
す
。
商
工
会
と
も
手
を
組
ん
で

「
新
し
い
東
京
近
郊
ラ
イ
フ
」を
創
っ
て
い
け

ば
、
貢
献
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

木
村
：
挑
戦
と
い
う
の
は
な
か
な
か
怖
い
で
す

が
、
魅
力
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
掃
除
な
ど
を
や
っ
て
、
喜
ん

で
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し
い
で
す
し
ね
。

に
次
女
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
２
年
前
に
６
支

部
か
ら
２
支
部
に
再
編
成
さ
れ
、
面
識
の
な

い
会
員
も
お
ら
れ
る
の
で
、
合
同
開
催
す
る

と
か
、
一
人
で
も
多
く
支
部
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
飲
み
に
誘
う
と
か
、

人
と
の
付
き
合
い
は
ア
ナ
ロ
グ
で
い
き
た
い

で
す
ね
。

小
金
井
南
・
石
黒
秀
男
：
信
山
さ
ん
か
ら
引
き

継
い
で
支
部
長
は
３
期
目
、
新
潟
県
出
身
で

建
設
業
、
不
動
産
業
を
し
て
い
ま
す
。
私
共

の
南
支
部
と
村
越
さ
ん
の
北
支
部
は
合
同
で
経

営
研
究
会
、
異
業
種
交
流
会
、
小
金
井
市
民
ま

つ
り
、
産
官
学
連
携
事
業
や
子
ど
も
た
ち
の

科
学
の
祭
典
の
応
援
や
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
：
合
同
開
催
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

「
連
帯
・
挑
戦
・
貢
献
」活
動
の

取
っ
掛
か
り
は
ど
こ
か
ら
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飯
村
：
支
部
運
営
の
役
員
が
役
員
会
に
出
る
こ

と
が
楽
し
い
と
思
う
こ
と
。
分
科
会
の
こ
と

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

委
員
会
ご
と
の
少
人
数
で
新
し
い
考
え
方
に

も
挑
戦
し
た
い
。

高
橋
：
新
入
会
員
に
役
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
研

修
会
の
企
画
や
広
告
、
評
価
ま
で
や
っ
て
い
た

だ
く
。
パ
ブ（
パ
ブ
リ
ッ
ク  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

で
飲
み
食
い
す
る
よ
う
に
、
一
緒
に
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

藤
野
：
商
店
街
を
中
心
に
吉
祥
寺
活
性
化
委
員

会
が
あ
り
、
重
な
る
人
も
い
る
の
で
、
村
越

さ
ん
の
よ
う
に
商
工
会
と
も
手
を
携
え
る
こ

と
、
互
い
に
目
指
す
も
の
が
ひ
と
つ
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

コ
ー
デ
：
最
後
に
支
部
長
と
し
て
会
員
の
皆

様
へ
の
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

吉
田
：
会
員
数
680
社
の
三
鷹
東
支
部
を
ま
と

め
た
い
で
す
。

岡
：
一
緒
に
飲
み
ま
し
ょ
う（
笑
）

石
黒
：
出
会
っ
た
の
も
ご
縁
。
一
期
一
会
を

大
切
に
。

村
越
：
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と

で
す
。

木
村
：
初
参
加
の
人
に
も
挨
拶
や
気
遣
い
を

大
切
に
し
た
い
。

飯
村
：
フ
ラ
ン
ク
な
付
き
合
い
を
。
支
部
長

と
呼
ば
れ
る
の
は
き
ら
い
で
ね（
笑
）

高
橋
：「
退
会
」の
一
言
を
連
想
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

藤
野
：
参
加
し
て
楽
し
い
と
思
え
る
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ー
デ
：
会
員
の
皆
さ
ん
あ
っ
て
の
法
人
会

で
す
。
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
法

人
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
部
長
か
ら
皆
様
へ

ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

第53回夏期経営者講座アンケート 集計結果 参加総数：104名
アンケート提出：82名（78.8％）

１）講座についておたずねいたします。
    Ａ）今回の講義の内容は如何でしたか。○印をつけて下さい。
　　　第１講座「今後の日本の金融・経済を見通す」

副島国家研究所主宰　副島　隆彦 氏
　　　　１．良かった（38名　46.3％）
　　　　２．どちらとも言えない（27名　32.9％）　
　　　　３．面白くない（12名　14.6％）　　無回答（５名　6.1％）
　　　第２講座「パネルディスカッション」
　　　　１．良かった（55名　67.1％）
　　　　２．どちらとも言えない（12名　14.6％）　
　　　　３．面白くない（12名　14.6％）　無回答（３名　3.7％）
    Ｂ）どのような分野の講義を希望しますか。（複数回答　可）

１. 税務問題（３名　3.7％）　２. 経営者講話（30名　36.6％） 
３. 政治・経済問題（38名　46.3％）　４. 趣味・健康（13名
　15.9％）　５. 落語・講談（10名　12.2％）
６. その他具体的に（６名　7.3％）

    Ｃ）どのような講師を希望しますか。もし、あれば具体的な氏名
　　　 をあげて下さい。

２）場所についておたずねします。　無回答（18名　22.0％）
　　１. 宿泊講座はホテル鐘山苑がよい （43名　52.4％）   
　　２. 次回は別の場所がよい（21名　25.6％）
　　　　
３）開催日程・曜日についておたずねします。
　　１．開催日程について…何月ごろが良いか？

（　　月　上旬　中旬　下旬）（複数回答　可）　　　　　　
　　・８月　上旬　（５名　6.1％）　・中旬　（10名　12.2％）
   　・下旬（36名　43.9％）　
　　　　　　　
　　２．開催曜日について　
　　　①宿泊を伴う場合

Ａ　日～月曜日（13名　15.9％）　Ｂ　月～火曜日（５名　
6.1％）　Ｃ　火～水曜日（30名　36.6％）　Ｄ　水～木曜日
（９名　11.0％）　Ｅ　木～金曜日（３名　3.7％）　Ｆ　金～
土曜日（８名　9.8％）　無回答（14名　17.1％）

　　　②日帰りで行なう場合（１日のみお選び下さい）
Ａ　日曜日（２名　2.4％）　Ｂ　月曜日（４名　4.9％）
Ｃ　火曜日（14名　17.1％）　Ｄ　水曜日（24名　29.3％）
Ｅ　木曜日（９名　11.0％）　Ｆ　金曜日（12名　14.6％）
Ｇ　土曜日（３名　3.7％）　無回答（14名　17.1％）

４）会場・設備についておたずねします。
　　１. 講座会場について 
　　　Ａ  良かった（68名　82.9％）
　　　Ｂ  普通である（10名　12.2％）   
　　　Ｃ  悪い（１名　1.2％）　　無回答（５名　6.1％）
      ２. 講座は良く聞き取れましたか
　　　Ａ  良かった（55名　67.1％）
　　　Ｂ  普通である（14名　17.1％）　
　　　Ｃ  悪い（10名　12.2％）　　無回答（３名　3.7％）
　　３. 空調は
　　　Ａ　良かった（62名　75.6％）
　　　Ｂ　暑かった（０名　0.0％）　
　　　Ｃ　寒かった（13名　15.9％）　無回答（７名　8.5％）
　　※Ｃに○をした方お気付きの点、ご意見をお聞かせ下さい。

５）講座運営についておたずねします。 
　１．宿泊をせず、日帰りで２講座程度の方式がよい（11名　13.4％）
　２．隔年で日帰りと一泊講座の繰り返しがよい（40名　48.8％）
　３．毎年１日目は講座、２日目はリフレッシュデイの方式
　　　（今回と同様な方式）がよい（29名　35.4％）

６）リフレッシュデイについておたずねします。
　１．現行の方式（ゴルフツアーとバスツアー）でよい
　　　　　　　　　　　　　　　　　（59名　72.0％）
   ２．その他　（４名　4.9％）

７）法人会に対する要望、ご意見をお聞かせ下さい。
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遠野ふるさと大使の船越由佳さん（左） 委
員
会
・
部
会
・
支
部

2011
月

◎ 

女
性
部
会
青
年
部
会
合
同

租
税
教
室
の
講
師
を
目
指
し
て

友
好
遠
野
市
へ
と
ど
け 研

修
会

◎ 

吉
祥
寺
北
第
一
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◎ 

青
年
部
会

租
税
教
室
講
師
へ
向
け
て
の

勉
強
会

大
震
災
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
会

研
修
会

◎ 

武
蔵
野
西
支
部
　

ゴ
ル
フ
会

　
６
月
23
日（
木
）吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
に
て
、
税
務

研
修
会「
災
害
時
の
税
務
」と「
三
原
綱
木
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
。

　
「
吉
祥
寺
北
第
一
支
部
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
直

接
支
援
を
し
た
い
」そ
ん
な
思
い
か
ら
企
画
し
、
い

つ
も
の
研
修
会
と
は
一
味
違
う
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　
後
藤
慶
太
）

　
６
月
14
日（
火
）午
後
６
時
よ
り
吉
祥
寺「
茶
の
愉
」

に
て
、
武
蔵
野
税
務
署
よ
り
小
山
副
署
長
、
関
矢
上
席

を
お
迎
え
し
、
小
山
副
署
長
に「
租
税
教
室
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
女
性
部
会
員
に
よ
る
講
師
模
範
授
業
も
受
け
、
今
後

は
租
税
教
室
の
合
同
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

（
青
年
部
会　
谷
口
清
一
）

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

6～8
　
７
月
28
日（
木
）18
時
30
分
よ
り
、
法
人
会
館
に
て「
租
税

教
室
講
師
」と
な
る
べ
く
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
川
税
務
署
税
務
広
報
広
聴
官
の
入
江
氏
よ
り
小
学
生
向
け

の
模
擬
授
業
を
受
け
、
講
師
と
し
て
の
注
意
事
項
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
青
年
部
会　
窪
田
祥
子
）

　

今
年
33
年
目
を
迎
え
る
Ｃ
Ｇ
Ｓ
会
。
第
87
回
・
第
88
回

ゴ
ル
フ
会
を
７
月
31
日（
日
）、
８
月
1
日（
月
）の
１
泊

２
日
で
例
年
通
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
震
災
支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
集
ま
っ
た
合
計

４
万
２
千
円
は
、
武
蔵
野
市
・
三
鷹
市
の
姉
妹
都
市
で
あ

る
岩
手
県
遠
野
市
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

（
社
会
貢
献
委
員　

新
倉
秀
夫
）
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武
蔵
野
の
思
い
出

ガンバル若手経営者

エッ
セ
イ

http://www.sasakuma.com/index.html

小
山
　
隆
司

武
蔵
野
税
務
署
　
副
署
長
　 第79走者

　植物にかかわる仕事に憧れて
　造園業はただ木を切るだけではなく、庭や外溝も含め
て緑に関する全般のお手伝いをする仕事です。樹木や
花にかかわる職業に魅力を感じて、大学卒業後に造園
業を選びました。
　最初は「地掘り屋」といって造園現場に搬入する木を
掘り出す仕事でしたが、3年目に念願の植木屋職人とし
て再スタート。経済的には苦しい時期もありましたが、独
学で造園の勉強をしつつ、28歳で独立しました。
　同時にこの造園でいいのかと自問する日々 の始まりでも
ありました。いろいろなことにチャレンジしてみようと「ＴＶ
チャンピオン」や「国際ガーデニングショウ」などに出場し
たこともあります。

　半纏に職人のプライドをこめて
　この「吉祥寺笹隈造園」の名前入り半纏は、背中に
も笹隈のシンボルマーク太陽と月をあしらい、袖口にもコ
ハゼをつけて作業しやすいよう、こだわりました。笹隈が
ひとつのブランドとして憧れてもらえるよう、高みを目指し
たいと思っています。この仕事は地べたを這うような作業
もありますから、職人としての心意気やプライドを忘れな

人生のパートナーとして
「自分の木」を持ってほしい
剪定すると風を感じる空間が生まれる

笹隈　賢次さん（48歳）吉祥寺北第一支部

その7

いように、この半纏を着て庭に立つ絵面は人様に恥ず
かしくないかと、常に自分を戒めながら働いています。こ
れを「正装」にしたいくらいですよ（笑）

　「自分の木」を持つのは心豊かなこと
　剪定の醍醐味は、さっぱりしたというだけでなく、木々
の空間にそよぐ風を感じることです。剪定後の風景を眺
めてみていただきたいですね。
　造園の中でも好きなのは和風庭園です。武蔵野の面
影が残る自然な造園が得意分野でもあるのですが、造
園業界の未来は厳しいです。海外に活路を求める方法
もありますが、私は従来の植木屋業として、企業や個人
宅の庭木剪定やメンテナンスも大切にしたいと思っていま
す。
　夢は、世の中の人たちに「自分の木」を持ってもらえ
ることです。植えた木が成長して枝に鳥がやって来て、
紅葉し変化していく。そんな姿を自分自身と重ねながら
年を取っていく、人生のパートナーとしての木を体験して
もらえればいいなあ、と思っています。

　

ま
ず
は
、
公
益
社
団
法
人
武
蔵
野
法
人
会
の
皆
様

方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
、
特
に
武
蔵
野
税
務

署
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

学
生
時
代
を

過
ご
し
た
街

有限会社　笹隈造園

武蔵野市吉祥寺東町２－16－13

はん てん

え  づら

せん てい
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http://www.koshinshoko.com/

すべては感謝の心から。
失敗から学ぶことがある

ベテランの経営哲学

ナノミクロンの世界で研究機関に貢献

株式会社　甲信商工
高橋　甲子夫さん（70歳）

その7

懐
か
し
い
地
で

仕
事
が
で
き
る
喜
び

　個人的には（財）日本宇宙少年団の子どもたちに、
三鷹市で月に一度、年間12回、活動のボランティアを
行っています。三鷹市内から宇宙飛行士が誕生すると
……？　夢を持っております（笑）

　仕事は任せたら口出ししない
　商社の仕事はいかに早く新製品情報をキャッチして
販売につなげるかにかかっています。この仕事に限らず
大切なのは、お客様や従業員に対してはもちろん、
何事にも感謝すること。感謝の気持ちをなくしたら仕事を
やるなというくらいです。会社を長年やっていると荒波や
台風の時もありますよ。でも、たとえ業績が悪くても、
またそこから飛躍のために感謝の心を持って積み重ねて
いけばいいのです。
　それと、私は仕事を任せたら口出しはしない方針で
す。もし失敗しても何も言いません。失敗した本人が一
番よくわかっているはずですから。その代わり成功したら
「さすが、よくやった」とほめます。それが下の者を育て
る経営者としてあるべき姿だと思います。

　働きながら学び会社設立
　工作機械や光学機器、物流・オフィス機器などを扱
う産業機器の総合商社を経営して40年になります。
甲信商工は、私の名前「甲子夫」と「信用」「商社」「工
業」から取った4文字だけで会社を表現しているいい
社名だと気に入っています。
　中学卒業後は夜間高校に通いながら、昼は精密測
定機製造メーカーに勤務、7年間製造・技術・営業に
携わりました。その間、経営や経理等々を勉強して、
友人と2人で機械工具販売をする会社を立ち上げて、
７年間共同経営をした後、昭和47（1972）年に今の
㈱甲信商工を設立しました。

　健全な経営を目指す
　現在は公的機関が60％で、航空・宇宙・海上、
大学の工学部等々の関連の部品・機器類を供給してい
ます。その他40％は民官の工場に工作機械や工具類を
販売しています。
　目指すは健全経営です。設立当初は約束手形で決
済をしていましたが、現在はほぼ現金（振込み）システ
ムに変わっています。

三鷹東支部

三鷹市牟礼２－13－９

き　ね　お

　

さ
て
私
こ
と
、
出
身
は
八
王
子
で
す
が
、
高
校
は

吉
祥
寺
に
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。
大
学
進
学
後
は
、

「
俺
た
ち
の
旅（
当
時
放
映
さ
れ
て
い
た
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
）」の
影
響
も
あ
り
、
杉
並
区
荻
窪
に
ア
パ
ー

ト
を
借
り
て
住
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
多
く
の
時

間
を
吉
祥
寺
界
隈
で
過
ご
し
た
も
の
で
す
。

　

当
時
と
比
べ
る
と
管
内
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
武
蔵
小
金
井
の
南
口
、
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
大
手
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
が
進
出
、

三
鷹
南
口
の
商
店
街
も
見
違
え
る
よ
う
に
発
展
し
て

い
ま
す
。
吉
祥
寺
と
い
え
ば
、
残
念
な
が
ら
我
が
母

校
は
移
転
し
て
し
ま
い
、
ク
ラ
ブ
の
先
輩
が
経
営
し

て
い
た
飲
食
店
や
、
球
団
が
優
勝
し
た
と
き
の
バ
ー

ゲ
ン
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
鉄
道
系
の
百
貨
店
は
、

今
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
通
い
詰
め
た
ジ
ャ

ズ
喫
茶
や
、
友
人
と
酒
を
飲
み
交
わ
し
将
来
を
語
り

合
っ
た
井
の
頭
公
園
内
の
舞
台
は
そ
の
ま
ま
で
、
懐

か
し
い
限
り
で
す
。

　
「
日
々
是
好
日
」、
中
国
唐
時
代
の
禅
師
の
言
葉

で
、「
一
日
一
日
を
全
身
全
霊
で
生
き
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
正
に
日
々
良
き
日
に
な
る
」こ
と
と
解
釈

し
て
い
ま
す
が
、
懐
か
し
い
地
で
仕
事
が
で
き
る
こ

と
に
感
謝
し
、「
日
々
是
好
日
」の
精
神
で
勤
務
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
次
は
株
式
会
社
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ　

荒
井
昭
博
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
） ,
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●連載していました『体想談義』は、2010年11月12月合併号から都合により休載しています。



 

【日　時】 2011年１０月29日（土）～12月4日（日）
【会　場】 吉祥寺シアター（武蔵野市吉祥寺本町１－３３－２２）
【チケット】日時指定　全席自由席　整理番号付き
　前売り・予約：一般３，５００円　学生・シニア２，５００円　高校生以下１，５００円
　当 　日　 券：一般４，０００円　学生・シニア３，０００円　高校生以下２，０００円
【問い合わせ】
　青年団ＴＥＬ：０３－３４６９－９１０７（１２：００～２０：００）
　http://www.seinendan.org
　吉祥寺シアター　TEL：０４２２－２２－０９１１
　http://www.musashino-culture.or.jp/theatre

【日　時】 2011年１１月１９日（土）　17：00  開演（16：00開場）
【会　場】 三鷹市公会堂（三鷹市野崎１－１－１ 三鷹市役所隣）
【チケット】全席指定席
　マークル会員3,600円　一般4,000円
　中学生・高校生3,000円（当日学生証持参）
　小学生2,000円　
【電話予約】ＴＥＬ：０４２２－４７－５１２２
【インターネット予約】http://mitaka-art.jp/ticket
                           事前登録（無料）必要
【出　演】 渋さ知らズ大オーケストラ
 　　　＋ ワークショップ参加者
【主催・問い合わせ】
　公益財団法人　三鷹市芸術文化振興財団
　TEL：０４２２－４７－５１２２

●渋さ知らズ大オーケストラ
　三鷹市公会堂改修寸前大感謝祭

●富士見商店会　わくわく市場

【日　時】2011年10月30日（日） 10：00～15：00
 雨天決行
【会　場】 三鷹法専寺　境内（三鷹市上連雀2－5－13　三鷹駅南口徒歩５分）
【問い合わせ】株式会社Ａ’ＺＵＭＡ　TEL：0422－49－0001　担当：駒林

作・演出　平田オリザ
ソウル市民／ソウル市民１９１９／ソウル市民  昭和望郷編／
ソウル市民１９３９・恋愛二重奏／サンパウロ市民

おかげさまで60周年
健康関連講習会・イベント・出店・コロッケや秋の野菜プレゼントなどがあります

渋さ知

＊Mitaka

三鷹
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●青年団  第６４回公演
ソウル市民　五部作　連続上演！

情
報
局

＊Musashino

＊Mitaka



【日　時】 2011年10月12日（水）　
 18：30開場、19：00開演
【会　場】 武蔵野公会堂（パープルホール）
  （武蔵野市吉祥寺南町１－６－２２）
【チケット】 全席自由
 前売3,000円　当日3,500円（税込）
 収益金の一部を震災地へ送ります。
【主　催】 神田さち子ひとり芝居観劇実行委員会
　http://www.tr3.net/sachiko/index.html
【問い合わせ】武蔵野公会堂　ＴＥＬ：0422－46－5121

【開園時間】9：30～16：30（10月～3月）
　 　休園日　毎週月曜（月曜が祝日の場合はその翌日）　
　 　年末年始（１２/２８～１/４）
【場所】小金井公園内　江戸東京たてもの園（小金井市桜町3－7－1）
【入館料】一般400円　小学生以下および都内在住・在学の中学生は無料
 都外の中学生・高校生・65歳以上200円、大学生320円
【問い合わせ】江戸東京たてもの園　ＴＥＬ：042－388－3300

●「万徳旅館」と「大和屋本店」一般公開
江戸東京たてもの園

      風と緑と人フェスタ
●第39回　小金井
　なかよし市民まつり

●「ひと・まち・情報　創造館　武蔵野プレイス」オープン

1カ月間にわたり市内各地で、
数多くのイベントが開催されます

ＪＲ武蔵境駅南口（徒歩１分）に武蔵野市立「武蔵野プレイス」が７月９日（土）オープンしました。図書館機能をはじめ、
生涯学習支援、市民活動支援、青少年活動支援の機能を併せ持った複合文化施設です。館内にはカフェもあり、
あらゆる世代の皆さんが利用できます。
【開 館 時 間】9：30～ 22：00
【休　館　日】水曜日、第３金曜日（第３金曜日の属する週の水曜日は開館）、年末年始、図書特別整理日
【問い合わせ】武蔵野生涯学習振興事業団プレイス管理課
　　　　　　 ＴＥＬ：０４２２－３０－１９０5（管理係）

【日　時】 2011年10月５日（水）～11月５日（土）
【会　場】 小金井市民交流センター・小金井公園ほか
【主催・問い合わせ】小金井市なかよし市民まつり実行委員会   ＴＥＬ：042－381－8765　

10年ぶりに新たに２棟を移築・復元して一般公開しています

      東日本大震災復興支援公演
●神田さち子ひとり芝居「帰ってきたおばあさん」

武蔵野
＊Musashino

小金井
＊Koganei

お得情報をご紹介します！

ほうじん むさしの
MUSASHINO HOUJINKAI

2011年10月5日 No.39613

＊Koganei＊＊＊＊

「
む
さ
し
の
」
エ
リ
ア
の

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

お
役
立
ち
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。知ればきっとためになる、

行ったらきっと楽しくなる



税
務  

よ
く
あ
る
相
談

税理士がお答えします

そ
の
50

Q　
今
月
の
お
悩
み

　

生
前
贈
与
は
、
将
来
の
相
続
財
産
を
事
前
に
贈
与
し
、

相
続
発
生
時
の
財
産
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
相
続
税
の
節

税
に
有
効
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
生
前
贈
与
の
要
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
回
答
：
税
理
士

１
．
一
般
贈
与
の
計
算

　

贈
与
税
は
、
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
に
贈

与
さ
れ
た
財
産
を
「
財
産
評
価
基
本
通
達
」に
従
っ
て
評
価

し
、
課
税
価
格
の
合
計
額
か
ら
110
万
円
の
基
礎
控
除
額
を
控

除
し
た
残
額
に
贈
与
税
率
を
適
用
し
て
税
額
を
算
出
し
、
翌

年
の
２
月
１
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
に
申
告
・
納
税
し
ま
す
。

２
．
節
税
分
岐
点

　

贈
与
税
率
は
、
相
続
税
率
よ
り
も
相
対
的
に
高
く
な
って
い

ま
す
が
、
贈
与
税
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
相
続
税

負
担
よ
り
も
低
く
生
前
贈
与
で
き
ま
す
。

　

財
産
が
多
い
場
合
に
は
、
年
間
110
万
円
の
贈
与
で
は
相
続

生
前
贈
与
の
要
点
に
つ
い
て

税
の
節
税
効
果
が
遅
く
小
さ
い
も
の
と
な
る
の
で
、
図
表
を
参

考
に
し
て
贈
与
財
産
の
金
額
ア
ッ
プ
を
検
討
す
る
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。

協力：東京税理士会武蔵野支部

３
．
贈
与
税
の
注
意
点

（1）　

証
拠
を
残
し
て
お
く

①　

預
金
通
帳
や
証
書
等
の
名
義
を
整
合
性
の
あ
る
も
の
に

し
、
印
鑑
は
贈
与
を
受
け
た
人
が
保
管
し
て
い
る
こ
と
。

②　

書
面
に
よ
ら
な
い
贈
与
は
履
行
前
に
は
取
り
消
し
可
能

で
す
。（
民
法
550
条
）

　
　

贈
与
の
意
思
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
契
約
書
は
必

ず
作
成
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

③　

首
尾一貫
性

　
　

受
贈
し
た
財
産
は
、
受
贈
者
が
そ
の
財
産
の
管
理
等

を
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
た
め
、
次
の
例
の
よ
う
に
そ
の

首
尾
一
貫
性
が
大
切
で
す
。

　

   

・
土　
　

地 

│
│ 

固
定
資
産
税
の
負
担

　

   

・
建　
　

物 

│
│ 

固
定
資
産
税
・
火
災
保
険
料
の
負
担

　

   

・
株　
　

式 

│
│ 

配
当
の
所
得
税
申
告

　

   

・
賃
貸
物
件 

│
│ 

不
動
産
所
得
の
申
告

（2）　

意
思
能
力

　

贈
与
は
契
約
で
あ
り
、
贈
与
者
の
贈
与
す
る
意
思
と
受
贈

者
の
贈
与
を
受
け
る
意
思
の
両
方
が
あ
っ
て
成
立
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
通
常
、
中
学
生
以
上
な
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

小
学
生
以
下
の
場
合
、
祖
父
母
か
ら
の
贈
与
を
受
け
た
預
金

通
帳
や
証
書
は
、
印
鑑
と
と
も
に
両
親
が
代
わ
っ
て
受
け
取

り
、
管
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
的
に
小
学
生
以
下
の
場
合
、意
思
能
力
が
備

わ
っ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

 200万円以下 － 10% 1,000万円以下 －

 300万円以下 10万円 15% 3,000万円以下 50万円

 400万円以下 25万円 20% 5,000万円以下 200万円

 600万円以下 65万円 30% 1億円以下 700万円

 1,000万円以下 125万円 40% 3億円以下 1,700万円

 1,000万円超 225万円 50% 3億円超 4,700万円

（平成23年９月１日現在）

図表　贈与税と相続税の税率比較

基礎控除及び配偶者
控除後の課税価格

控除額 税  率
法定相続人の
各取得金額

控除額

贈  与  税 相  続  税

MUSASHINO HOUJINKAI
ほうじん むさしの 142011年10月5日No.396



10月

〒180-0006 武蔵野市中町 2-11-13（三鷹ビル3階）
TEL. 0422-51-1441   FAX. 0422-55-5544
E-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp
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●武蔵野法人会会員総数＝3,618 名　●加入率＝51.9％（2011 年 8月末現在）

（2011年 9 月 22日現在）
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VENT 行事予定E S CHEDULE

M U S A S H I N O  H O U J I N K A I http://www.musashinohojinkai.or.jp/

〒180-0006　武蔵野市中町2-11-13　三鷹ビル３F

本紙新年号に会員企業の賀詞広告を
予定しております。
法人会員ならどなたでもお申し込み
頂けます。ご協力をお願いいたします。

◆募集期間／ 平成23年9月１日～11月19日
◆掲載料金／ 2万円枠（　頁）
 1万円枠（　頁）
 5千円枠（　頁）
◆掲載内容／ ①スローガン（15文字以内厳守） 
 ②企業名　③役職名　④氏名　⑤住所
 ⑥電話　⑥FAX　⑧メール・アドレス
 ⑨ホームページ・アドレス
 （但し５千円枠には、⑧⑨は入りません）

〒180－0006　武蔵野市中町1－1－1
     TEL． 0422－88－0000（代）

FAX． 0422－88－9999

実 物 大
5,000円枠

企業のあらゆる広告に対応する

株式会社 法人広告企画

代表取締役　法 人  太 郎

●お問合せ・お申し込みは̶̶̶̶̶̶̶̶̶
各支部の広報委員または法人会事務局へ

公益社団法人 武蔵野法人会
TEL．0422（51）1441／FAX．0422（55）5544

新年賀詞広告を募集
しています。                 

1̶
4
1̶
8
1̶
16

青年部会　役員会

税制委員会
源泉部会　役員会
女性部会　日帰りバス旅行
吉祥寺南支部　役員会
組織正副委員長会議

（体育の日）
吉祥寺北第二支部　役員会
税制研修会
正副会長会
常任理事会
社会貢献委員会

不動産賃貸経営部会　役員会
武蔵野地区４支部合同研修会
新設法人説明会
会員増強意見交換会

決算法人説明会
不動産賃貸経営部会　四谷法人会交流会
広報正副委員長会議
広報委員会
環境見学研修
青年部会　研修会
武蔵野西支部　役員会

今月号に申込み用紙がはさみ込まれて
いますのでよろしくお願いいたします。
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活 動 報 告  詳 細 
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■女性部会青年部会合同 研修会 2011年6月14日(火)

租租租租税税税税教教教教室室室室のののの講師講師講師講師をををを目指目指目指目指してしてしてして

6月14日（火）午後6時より吉祥寺「茶の

愉」にて、武蔵野税務署より小山副署

長、関矢上席をお迎えし、小山副署長

に「租税教室について」と題して講演い

ただきました。

女性部会員による講師模範授業も受

け、今後は租税教室の合同開催を目指

します。

（青年部会 谷口清一）

【武【武【武【武蔵蔵蔵蔵野野野野税税税税務署務署務署務署 小山副署長小山副署長小山副署長小山副署長のおのおのおのお話】話】話】話】

「租税教室」は、子どもの頃から税金について関心を持つ事を目的としています。「小中学

生に対して、税金とは何か？」を考え、税の意味や制度、役割などを知って理解してもらう

ための教室です。一人でも善良な納税者になっていただくため、法律、相続税、消費税な

ど、身近な税を簡略して伝えます。

租税教室の充実は、公益法人にとっては、公益の柱となり得る題材です。

租税教室を広めるためには講師の育成が重要と考えられます。講師の数が、まだまだ足り

ない状況ですので、講師育成研修会がある時は、講師を目指し是非参加をお願いします。

構成は、租税教室議会（そせいきょう）構成委員、税理士、教育関係者、PTA、青色申告会

からなります。

このように、熱意溢れるご講演をいただきました。

【女性部【女性部【女性部【女性部会会会会会会会会員員員員によるによるによるによる模範授業】模範授業】模範授業】模範授業】

女性部会による講師模範授業として、講師には栗田さん、倉田さん、伊藤さんにご披露い

ただきました。

内容は、自作小道具を使いながら、子どもの身近な消費税から間接的な仕組み説明。解り

やすい楽しくすばらしい模範授業ありがとうございました。

【【【【これからはこれからはこれからはこれからは合同開催合同開催合同開催合同開催をををを目指目指目指目指してしてしてして】】】】

「どうしたら教室の数が増えるか？」等の課題がある様ですが、現況は各学校の校長、副

校長に働きかけ、教室などを借り協力をしてもらっています。

他の法人会では、「租税教室」は青年部が主に行っているそうです。

武蔵野法人会では、女性部会が主に講師を務めてきました。現在講師は女性部会で３

名。講師は男性より女性の方が、子ども受けがよい傾向があるそうです。青年部では、女

性部会との合同研修を機に租税教室を共に行いたいと思っております。

武蔵野法人会青年部では定年が50歳なので進行的に限りがあり、青年部において租税教

室継続のためには若い青年部の増員や参加などが課題となってきます。若手経営者、次

期後継者のご子息、ご令嬢様方の青年部入会及び参加をお待ちしております。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る
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■吉祥寺北第一支部 チャリティーコンサート 2011年6月23日（木）

友好遠野市友好遠野市友好遠野市友好遠野市へとどけへとどけへとどけへとどけ

6月23日（木）吉祥寺第一ホテルにて、

税務研修会「災害時の税務」と「三原綱

木チャリティーコンサート」を開催。

「吉祥寺北第一支部として東日本大震

災の直接支援をしたい」そんな思いか

ら企画し、いつもの研修会とは一味違う

ものとなりました。

（広報委員 後藤慶太）

第一部 税務研修会 17:00～17:30

演題 「災害時の税務」

講師 武蔵野税務署 審理担当上席 関矢範子氏

休憩（軽食タイム） 17:30～18:00

第二部 三原綱木チャリティーコンサート 18:00～19:00



三原綱木さんは誰もが知っているブルー・コメッツのギター＆ボーカルとして数々の作品の

作曲を担当。ＧＳ御三家と呼ばれたブルー・コメッツの全盛期を築かれ、現在も熱烈なファ

ンがおられます。もちろん会場には熱烈的なファンも駆けつけ、総勢76名みなさんが手を

たたいたりノリノリな半面、遠野市の話には涙ぐむところもあり、楽しくも思い出深いチャリ

ティーコンサートでした。

この企画に快く賛同いただきました三原綱木様には感謝申し上げますとともに、みなさま

の気持ちと収益の一部は東日本大震災被災者の皆様への義援金としてお届けいたしま

す。

最後に東日本大震災により、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとと

もに、被災された地域の皆様に心よりお見舞い申し上げます。



各支部・部会行事報告 一覧へ戻る
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■青年部会 研修会 2011年7月28日（木）

租租租租税税税税教教教教室講師室講師室講師室講師へへへへ向向向向けてのけてのけてのけての勉勉勉勉強強強強会会会会

7月28日（木）18時30分より、法人会館

にて「租税教室講師」になるべく勉強会

が開催されました。

立川税務署税務広報広聴官の入江氏

より小学生向けの模擬授業を受け、講

師としての注意事項やアドバイスをいた

だきました。

（青年部会 窪田祥子）

これまで武蔵野法人会では社会貢献事業の一環として、女性部会員の方達により租税教

室の講師に尽力頂いてきました。

今後は女性部会員と青年部会員がタイアップし、協力体制の下に講師を務めていこうとい

う背景から青年部会としての勉強会が開催されました。

当日は数多くの租税教室の講師を経験されている、立川税務署 税務広報広聴官の入江

氏をお迎えしての勉強会となりました。実際に小学６年生へ向けての模擬授業、注意事

項、アドバイスを頂きました。

租税教室全体の持ち時間は45分間。その内、講師がパネル等使いながらクイズや話をす

る時間が25分となります。その限られた時間内で、子供たちに興味を持ってもらえるように

税の大切さを伝え、いかに固定概念を与えないように伝える事が講師を目指す我々の課

題である事を学びました。

また、一般の納税者である我々が講師となる事にも大きな意義があるのだと感じました。

今後、講師を育成していくにあたり大変勉強になる時間となりました。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る
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各支部各支部各支部各支部・・・・部部部部会会会会行事報告行事報告行事報告行事報告

■武蔵野西支部 ゴルフ会 2011年7月31日（日）/8月1日（月）

大震災大震災大震災大震災のチャリティーゴルフのチャリティーゴルフのチャリティーゴルフのチャリティーゴルフ会会会会

今年33年目を迎えるＣＧＳ会。第87回・

第88回ゴルフ会を7月31日（日）、8月1

日（月）の1泊2日で例年通り開催しまし

た。

大震災支援のチャリティーとして集まっ

た合計4万2千円は、武蔵野市・三鷹市

の姉妹都市である岩手県遠野市へ寄

付しました。

（社会貢献委員 新倉秀夫）

ＣＧＳ会も今年で33年を迎えることができ、会員相互の絆を深める役割を果たしてきたので

はないかと思います。

7月31日（日）、8月1日（月）1泊2日で例年通り開催いたしました。7月31日は小淵沢ＣＣ（第

87回）で行い、優勝者はアサヒ総業の児玉博明さん。翌8月1日、富士見高原ＧＣ（第88回）

での優勝者は武蔵境自動車教習所の高橋勇さんでした。最少パット優勝は山内さんでし

た。

大震災のチャリティーとして、ショートホールでパーオンできなかった人は千円寄付すること

に決め、合計4万2千円となり、武蔵野・三鷹市の姉妹都市である岩手県遠野市へ送金さ

せていただきました。

各支部・部会行事報告 一覧へ戻る
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